
                           

 

学 長 定 例 記 者 会 見  要 項 

 

 

日  時： 平成２８年１２月６日（火） １１：００～１１：４５ 

場  所： 法人本部第二会議室（小白川キャンパス法人本部棟４階） 

 

 

    発表事項   

１． 教授の着任について 

２． 「国立大学法人山形大学の平成２７年度に係る業務の実績に関する評価結果」に

ついて 

３． 平成２８年度科学技術人材育成費補助事業「卓越研究員事業」における卓越研究

員の決定について 

４． 山形大学優秀教育者賞受賞者が決定しました 

５． 教師教育における高大接続と市民によるプラットフォームづくり 

― 第6回やまがた教員養成シンポジウムの開催 ― 

  

  お知らせ   

１． 山形在来作物研究会公開フォーラムのお知らせ 

２． 「知の拠点庄内」第６回シンポジウム『海外からみた庄内』の開催 

３． 大学を通じた地方創生～山形の「知・技術・ひと」の融合による産業イノベーション

～の開催 

 

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２８年１２月２０日（火）１１：００～１１：４５ 

場  所：法人本部第二会議室（小白川キャンパス法人本部棟４階）   



学長定例記者会見（１2月 6日）発表者 

 

１．教授の着任について 

学長   小山
こ や ま

 清人
きよひと

 

学術研究院 教授（ものづくり技術経営学）  田中
た な か

 陽一郎
よういちろう

 

 

２．「国立大学法人山形大学の平成２７年度に係る業務の実績に関する評価結果」について 

学長   小山
こ や ま

 清人
きよひと

 

 

３．平成２８年度科学技術人材育成費補助事業「卓越研究員事業」における卓越研究員の

決定について 

学長   小山
こ や ま

 清人
きよひと

 

学術研究院 准教授   松井
ま つ い

 弘之
ひろゆき

 

学術研究院 助教   冨樫
と が し

 貴
たか

成
なり

 

 

４．山形大学優秀教育者賞受賞者が決定しました 

学長   小山
こ や ま

 清人
きよひと

 

 

 

５．教師教育における高大接続と市民によるプラットフォームづくり 

― 第 6回やまがた教員養成シンポジウムの開催 ― 

学術研究院 准教授（地域教育文化学部担当） 森田
も り た

 智
とも

幸
ゆき

 

地域教育文化学部４年   前澤
まえざわ

 稜
りょう

 

  〃   富塚
とみづか

 匠
たくみ

 

東北文教大学１年   柴田
し ば た

 留奈
る な

 

 

 



 

                                  

プレス発表資料                 

 

                                   平成２８年１２月６日                  

山 形 大 学 

教授の着任について 

山形大学では、平成27年4月からすべての教員が学術研究院に所属しております。
平成28年11月1日付で教授が1名着任しましたので、お知らせします。 

 

本学では、すべての教員が学術研究院に所属し、各学部・研究科等における教育課

程の担当として学部・研究科等に配置されております。 

このたび、本学に新たに採用になった教員を広く皆様に知っていただくため、教授

採用人事について、学長定例会見でお知らせいたします。 

 

 

■ 田中 陽一郎（たなか よういちろう） 

   採用年月日：平成28年11月1日 

   専 門 分 野：ものづくり技術経営学、電子工学、コンピュータ工学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（お問合せ先） 

 総務部人事課 阿部 

電話 023-628-4023 
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                                   平成２８年１２月６日                 

山 形 大 学 

 

「国立大学法人山形大学の平成27年度に係る 

業務の実績に関する評価結果」について 

11月15日に国立大学法人評価委員会が本法人の平成27年度に係る

業務の実績に関する評価結果を公表しました。 

山形大学の平成２７年度に係る業務の実績に関する評価結果については、別紙のと

おりです。 

また、本学の評価は、評価項目である「業務運営の改善及び効率化」、「財務内 

容の改善」、「自己点検・評価及び情報提供」、「その他業務運営」の４項目全てに

おいて、評定４の「中期計画の達成に向けて順調に進んでいる」と評価されました。 

なお、全国の大学における本学の位置付けと本学のこれまでの評価結果の推移を 

まとめると以下のとおりとなります。 

    

全国国立大学法人の評価結果の分布全国国立大学法人の評価結果の分布全国国立大学法人の評価結果の分布全国国立大学法人の評価結果の分布    

    

○平成２７年度に係る業務の実績に関する評価○平成２７年度に係る業務の実績に関する評価○平成２７年度に係る業務の実績に関する評価○平成２７年度に係る業務の実績に関する評価    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

          は、山形大学の評価結果  

特筆すべき進捗状況にある

(評定５） 2法人 (2%) 2法人 (2%) 0法人 (0%) 1法人 (1%)

順調に進んでいる

(評定４） 73法人 (81%) 88法人 (98%) 89法人 (99%) 79法人 (87%)

おおむね順調に進んでいる

(評定３） 14法人 (16%) 0法人 (0%) 1法人 (1%) 5法人 (6%)

やや遅れている 

(評定２） 1法人 (1%) 0法人 (0%) 0法人 (0%) 5法人 (6%)

重大な改善事項がある

(評定１） 0法人 (0%) 0法人 (0%) 0法人 (0%) 0法人 (0%)

業務運営の改善

及び効率化

財務内容の改善 

自己点検・評価 

及び情報提供

その他業務運営

（施 設 設 備 の整 備 ・活 用

等 、安 全 管 理 、法 令 遵 守 ）



 

    

山形大学の評価結果推移一覧表山形大学の評価結果推移一覧表山形大学の評価結果推移一覧表山形大学の評価結果推移一覧表    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

（評定） 

5 

中期計画の達成に向けて特筆すべき進捗状況にある 

 （国立大学法人評価委員会が特に認める場合） 

4 

中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

 （すべてⅣまたはⅢ） 

3 

中期計画の達成に向けておおむね順調に進んでいる 

 （ⅣまたはⅢの割合が９割以上） 

2 

中期計画の達成のためにはやや遅れている 

 （ⅣまたはⅢの割合が９割未満） 

1 

中期計画の達成のためには重大な改善事項がある 

 （国立大学法人評価委員会が特に認める場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

H16-19

Ｈ２０ Ｈ２１

第 １ 期

3 4 4 3 4 3 5 4 

3 4 4 4 4 4 4 4

3 4 5 4 4 4 4 4

4 4 4 4 4 4 4 3 ４ 

４ 

４ 

 

第１期中期目標期間

Ｈ２３ 

４ ４ 

業 務 運 営 の改 善 及 び効 率 化

財 務 内 容 の改 善

４

４

４ ４

Ｈ２２ Ｈ２５ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

４ 

Ｈ２４ 

４ 

４

Ｈ２７ 

４ 

４ 

４ 

４ 

第２期中期目標期間 

Ｈ２６ 

４ 

４ 

４ 

自 己 点 検 ・評 価 及 び当 該 状 況 に係 る

その他 業 務 運 営

情 報 の提 供 

（施 設 整 備 ・安 全 管 理 等 ） 

【 最 終 評 価 】

【 暫 定 評 価 】 

注） 

国立大学法人及び大学共同利用機関法人の第2期中期目標期間における各年度終了時

の評価に係る実施要領（平成22年6月28日国立大学法人評価委員会決定）から 

Ⅳ：中期計画を上回って実施している 

Ⅲ：中期計画を十分に実施している 

Ⅱ：中期計画を十分には実施していない 

Ⅰ：中期計画を実施していない 



 

 

山形大学の「注目」される主な取組【平成２７年度】 

 

 

文部科学省が取りまとめた資料の中で、以下の項目が注目される取組として取り上

げられました。 

 

 

１．大学の機能強化に向けた取組の状況 

○「学術研究院」の設置 

教員の所属を一元化し柔軟な教員集団を形成することにより、より高度な教育、 

研究、診療及び社会貢献の推進を目的とする「学術研究院」を設置するととも 

に、学長のリーダーシップの下で大学の機能を最大化できるガバナンス体制を 

構築するため、経営組織と教学組織の役割の明確化並びに学長、理事等の職務 

権限及び責任の明確化を図っている。 

 

２．自己点検・評価及び第三者評価 

○「部局評価結果に応じたインセンティブ経費の配分とその成果の検証」 

   部局の取組を適正に評価することで教育研究活動を推進するため、部局年度業

績評価について達成度評価を加味した総合評価に改め、各部局へ項目ごとの評

価をレーダーチャートにして通知するとともに、評価結果に応じてインセンテ

ィブ経費（総額3,600万円）を配分している。また、インセンティブ配分経費

による取組の成果を検証するため、平成22年度以降の実績を調査し、経営協議

会において報告している。 

 

 ３．教育研究活動を通じた地域貢献 

  ○「地域活性化に向けた産学金連携強化」 

   国際事業化研究センターにおいて、地域の金融機関職員を産学金連携コーディ

ネータ（49名）、シニアコーディネータ（13名）として養成しているほか、

企業のOB等をシニアインストラクターとして養成し、ものづくり産業シニア人

材活用事業を通じて中小企業等12社に派遣している。 

 

４．附属病院の機能の充実・強化 「診療面」 

○「低侵襲な内視鏡手術実現に係る取組」 

「先端内視鏡手術センター」を設置しており、安全で確実、低侵襲な医療を開

拓・確立・実施し、内視鏡手術を行うすべての診療科を統括し院内における内

視鏡手術のガバナンスを担当するとともに、内視鏡手術のコンセプトや技術を

若い医師に伝達教育するなど、内視鏡手術の実施体制を強化している。また、

WHOが難病として取り上げている「難聴」を、内視鏡を用いて低侵襲で治療す

るための器具及び術式の開発を推進し、毎年150名程度の治療を行っている。 

 

 

（お問合せ先） 

 山形大学企画部企画課 

電話 023-628-4192 

Mail: kikadai@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 
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                                   平成２８年１２月６日                  

山 形 大 学 

平成２８年度科学技術人材育成費補助事業 

「卓越研究員事業」における卓越研究員の決定について 

文部科学省「卓越研究員事業」は、新たな研究領域に挑戦するような優秀な若手研

究者が安定かつ自立して研究を推進できるような環境を実現するとともに、全国の産
官学の研究機関をフィールドとして活躍しうる新たなキャリアパスを構築するため、
平成２８年度から開始したものです。 
山形大学においては、本事業により、４名の卓越研究員を採用することが決定しま

した。優秀な若手研究者の採用により、研究活動の更なる活性化と拠点化を推進しま
す。 

 

 

■平成２８年１０月１日採用 

   募集研究分野：総合理工（研究分科）応用物理学 

准教授 松井 弘之（まつい ひろゆき） 

 

   募集研究分野：総合理工（研究分科）ナノ・マイクロ科学 

助教 冨樫 貴成（とがし たかなり） 

   

 

■平成２９年１月１日採用予定 

   募集研究分野：総合（研究分科）人間理工学 

准教授 長峯 邦明（ながみね くにあき） 

 

   募集研究分野：総合（研究分科）環境解析学 

助教 黒澤 俊介（くろさわ しゅんすけ） 

 

 

 

 

※科学技術人材育成費補助事業「卓越研究員事業」について詳しくは文部科学省のサ

イトをご覧ください。 

http://www.mext.go.jp/a_menu/jinzai/takuetsu/index.htm 

 

 

  

（お問合せ先） 

 総務部人事課人事担当 

電話 023-628-4023 



 

 

平成28年11月18日付文部科学省報道発表資料より

http://www.mext.go.jp/b_menu/boshu/detail/__icsFiles/afieldfile/2016/11/18/1378456.pdf 
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                                   平成２８年１２月６日                  

山 形 大 学 

山形大学優秀教育者賞受賞者が決定しました 

山形大学では，平成24年度から，教育活動の活性化と教員の意欲向上を図ること
を目的に，教育や学生支援に貢献した教員を表彰しています。受賞者の選考は，「山
形大学優秀教育者賞実施規程」に基づき，授業評価，企画活動，方法改善，社会・国
際連携，普及・広報活動，学生支援といった多面的な指標を基準に行います。  

５回目となる今年度は，19名の受賞者が決定しました。12月19日（月）に行わ
れる授賞式では，学長から表彰状と賞金が授与されます。 

 

◆平成28年度受賞者 

 

荒 木  志 伸 伊 藤  豊 奥 山  正 明 加々島 慎一 

加藤 真理子 桑 名  一 徳 是 川  晴 彦 佐々木 綾子 

佐 藤  智 堤  誠 司 津 留  俊 英 西 岡  昭 博 

野々村 美宗 橋 爪  孝 夫 深 澤  知 藤 野  祐 一 

三浦 登志一 森 岡  卓 司 渡 部  徹 （五十音順） 

（参考）平成24年度から28年度までの受賞者延べ数：114名 

 

受賞理由（一部抜粋） 

・双方向型授業を進めるとともに，豊富な話題提供により学生の興味を引き出すなど，

工夫を凝らした授業を行い，学生の授業評価アンケートでは継続して高評価を得て

いる。またフィールドワークでは，企画からコーディネート業務まで行い，積極的

に学生支援活動に貢献している。 

・海外大学との学術交流協定締結や，海外短期研修プログラムの企画と実施に関わり，

国際学術交流に対して大きな貢献を果たすとともに，全学英語教育への貢献が認め

られる。 

・小中学生の理科教育において山形県内教育界と連携して先駆的な取組を行うととも

に，高校教育，大学教育，入学者選抜といった一体的改革に先鞭をつけ，地域との

連携による教育等への多大な貢献を果たした。 

・卓越した学生指導力により高度な技能に優れた学生を育成，第４回及び第８回東京

国際声楽コンクール全国大会において指導学生が上位入賞を果たした。 

  

 

◆山形大学優秀教育者賞受賞式 

  日 時：平成28年12月19日（月）14時から 

  会 場：山形大学法人本部第一会議室 

 （お問合せ先） 

 教育・学生支援部学務課 

電話 023-628-4840 



参考資料

Ⅰ-１ 授業評価

１-１-１　授業アンケート

１-１-２　満足度 　・　自分が受けてもっともためになった授業

　・　受けていてもっとも楽しかった授業

　・　学問への関心を最もそそられた授業

　・　単位取得のために最も多くの（有意義な）努力を求められた授業

　・　自分の生き方や考え方に対して、強い影響力を与えてくれた授業

　・　教員の熱意を最も感じた授業

１-１-３　推薦 　・　後輩始め他の学生にすすめたい授業

　・　互選アンケートにより、プロの目から評価

　・　自薦により、外から見えにくい教育への寄与を顕彰

　・　新しい、あるいは困難な教育的取組に挑戦したこと

　

　・　卒業生からの教育内容に関する評価

　・　学外（社会）からの教育内容に関する評価

　・　学生の学習成果の客観的評価

　・　学会における学生の評価

　・　高度な専門職に優れた学生を輩出

　・　高い出席率（課題提出率・単位取得率）の維持

Ⅰ-２ 方法改善

　・　よく工夫された授業

　・　教育の工夫、教育方法の革新

　・　講義における学生とのコミュニケーション

　・　教科書や講義資料の作成、他大学に採用される教材の作成

　・　学外（社会的）から評価される教材の作成、電子教材など先進的な教材の作成

　・　先進的な教材のための基盤技術、教材を作成する際の指針の作成

　・　複数の講義科目間での連携（学期内・学期間）

　・　科目内での効率化のための企画・情報基盤の整備

Ⅰ-３ 企画活動 　・　学科独自の実習、デザイン授業など、学生アンケートで評価されにくい授業への寄与を評価

　・　教員間の教育に関する情報交換促進、若手（新任）教員などへの教育指導

　・　教育項目基準など統一的な教育マニュアルの作成

　・　多様性を維持するための企画

　・　模範的講義の実施やFD活動への寄与

　・　教育効率化のための企画

Ⅰ-４ 社会・国際連携 　・　留学支援、留学生教育

　・　日本語教育及び外国語教育に関するFD活動、留学指導、外国人留学生の指導

　・　地域との連携教育

Ⅰ-５ 普及・広報活動

　・　例えば５年以上の期間、継続している教育、啓蒙事業を行っている教員を表彰

　・　自分の講義内容についての普及活動（論文なども含む）

　・　山形大学の他教員の講義内容についての普及活動、

Ⅱ 学生支援 　・　生活・進路支援、課外活動指導

　・　フィールドワーク・課外活動における学生の指導

　・　身体に障がいのある学生に対する支援

　・　その他

　・　授業などのカリキュラムには含まれないが、学生の教育への貢献が大であると評価される教員を表彰

　　1-２　教職員目線

　　1-３　卒業生目線

　　1-４　学外目線

　　1-５　客観的評価

　　２-１　教室内授業

　　２-２　テキスト

　　２-３　連携

評　　価　　項　　目　　等

山形大学優秀教育者賞（授業評価、方法改善、企画活動、社会・国際連携、普及・広報活動、学生支援）の指標

　・　学生による授業改善アンケートの評価の値（総合的）の○年間の平均値を算出し、それが○○以上で
　　　あれば、学生からの評価が高い授業

　・　キャリア教育、倫理教育、出前授業など、学生や学科では評価されにくい授業への寄与を評価、顕彰

　・　授業改善アンケートの結果、歴年の講義内容の改善度（アンケートの変化量）

区　　　　分

　　１-１　学生目線
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山 形 大 学 

教師教育における高大接続と市民によるプラットフォームづくり 

―第6回やまがた教員養成シンポジウムの開催― 
12月18日（日）山形大学小白川キャンパスにおいて「第6回やまがた教員養成シン

ポジウム」を開催します。大学院教育実践研究科と地域教育文化学部は、公益財団法
人やまがた教育振興財団とともに、東北文教大学を共催として、教師、教育研究者、
行政関係者、さらには市民を巻き込んだ、教師教育の高度化に向けた議論のプラット

フォームづくりを目的として、2011年より毎年開催してきました。 
これまでの成果を踏まえ、今年度は、午前の部に県内の高校生と大学生の合同ゼミ

ナールの様子を公開し、午後の部では、佐伯胖氏（東京大学名誉教授）と白水始氏（東
京大学教授）をお招きし、「『学び』研究の履歴―これまでとこれから―」と題した
セッションを行います。 

◆企画の趣旨 

 「21世紀型の学校」「21世紀型の学び」等をキーワードとして、世界各国で30余

年、新しい学びのあり方が問われ続けてきました。今、日本においても「アクティブ

・ラーニング」というキーワードを中心に、新しい学び、授業、学校の在り方が模索

され、大学入試改革にも連動し、小中学校から高校・大学に至るまでの一貫した動き

となっています。その鍵は「学びの質」です。 

本シンポジウムは第一に「よりよく学ぶとはどのようなことか」に関する理解を深

め、そのヴィジョンを共有することを目的としています。第二に、教育に関心をもつ

県内の高校生をまきこみ、山形の教育を支える教師を地元の大学で育てる取り組みを

強めようとするものです。 
 

◆「学び」研究を振り返り、今後の展望を共有する―シンポジウム第二部（午後）―  

 本シンポジウムの成果の一つとして、「学び」研究の成果を山形の市民に向けて広

く公開してきた点にあります。山形大学では教職大学を中心として第５回のシンポジ

ウムで今日の学習科学研究をリードする白水始氏（東京大学教授）の講演を通して「学

び」研究の最前線を共有する機会をつくるなど、山形県内の教師教育の高度化に取り

組んできました。今年度は、「学び」研究の履歴と今後の展望の共有を目的とし、認

知科学者として長年「学び」研究を牽引してきた佐伯胖氏（東京大学名誉教授）と白

水始氏（東京大学教授）との対談を行います。 
 
◆学び手の声を聴く―シンポジウム第一部（午前）― 

 本シンポジウムは教師教育の高大接続の新たな試みでもあります。シンポジウムの

第一部（午前）は「学ぶとはどういうことか」を論題としたゼミナールの過程を公開

します。テキストは佐伯胖著『「わかり方」の探究』です。12月10日（土）11日（日）

両日にプレ企画として合同ゼミナール第一回と第二回を行います。高校生や大学生の

議論の内容、さらには、協同的な探究のスタイルを見ることを通して、よりよい学び

について参加者全員で考える機会とします。 

 

 

（お問合せ先） 

 学術研究院・准教授 森田智幸（教育学） 

E-mail : morita@e.yamagata-u.ac.jp 

電話 ０２３（６２８）４３９６ 



 
第一部 

<大学生と高校生の合同ゼミ公開> 
１０時～１２時３０分 

学ぶとはどういうことか 
コーディネーター：森田智幸（山形大学准教授） 

１２月１８日(日) 山形大学 
小白川キャンパス 
基盤教育１号館 

第二部 
＜対談＞ 

１３時３０分～１６時００分 
学び研究の履歴 

―これまでと、これから― 
東京大学 名誉教授 
田園調布学園大学 教授 

佐伯 胖 氏 
東京大学高大接続研究開発センター 教授 
東京大学CoREF 機構長 

白水 始 氏 今日の学習科学研究を 
リードする研究者です。 

履歴と最前線に 
同時に出会えます！ 

＜教師教育の高大接続の新たな形＞ 
県内の高校生をまきこみ、山形の教育を支える教師を 

地元の大学で育てる取り組みです。 

認知科学の領域で 
「学び」研究を牽引してきた
研究者です。 



＜申込方法＞ 
◆参加費は無料です。参加を希望する方は、以

下のメールまたは FAX に氏名と所属と連絡先、

第一部・第二部の参加について記入の上、申し

込んでください。 

◆締切は２０１６年１２月１４日（水）です。 

◆定員は 150 名です。申込締切前に定員に達し

た場合は、その時点で受付を締め切ります。あ

らかじめご了承ください。 

◆当日申し込みも受け付けておりますが、定員

の関係上、会場に入れない可能性もあります。 

◆第一部は９時３０分、第二部は１３時より受付

を開始します。 

◆ご来場の際には、できるだけ公共交通機関を

ご利用ください。 

問い合わせ先 
山形大学地域教育文化学部事務室総務担当 
TEL：023(628)4304 
FAX：023(628)4313 
E-mail：kyosoumu@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

日時：12 月 10 日（土）・11 日（日） 
両日ともに１３時から１６時半まで 

場所：小白川キャンパス基盤教育１号館 
※参加希望の高校生はお問い合わせください。 

第一部 

<大学生と高校生の公開合同ゼミ> 

１０時～１２時３０分 

学ぶとはどういうことか 

コーディネーター：森田智幸 

（山形大学准教授） 
＊高校生と大学生による議論をもとに、 
参加者全員で「学び」について考えます。 

主催：山形大学大学院教育実践研究科 
山形大学地域教育文化学部 
公益財団法人やまがた教育振興財団 

共催：東北文教大学 

１２月 

１８日(日) 
１０時～１６時００分 

会場：山形大学小白川キャンパス 

  基盤教育１号館

第二部 

＜対談＞ 

１３時３０分～１６時００分 

学び研究の履歴 

―これまでと、これから― 
東京大学 名誉教授 

田園調布学園大学 教授

佐伯 胖 氏 
東京大学高大接続研究開発センター 教授 

東京大学 CoREF 機構長

白水 始 氏 



  

送信先：山形大学地域教育文化学部事務室総務担当 宛 

FAX: 023-628-4313 

第６回 やまがた教員養成シンポジウム 

 「学び」を問い続けて 

◆ 上記シンポジウムに参加ご希望の方は、本申込書に記入の上、上記へＦＡＸ願います。 

申込締切：平成 28 年 12 月 14 日（水） 

参加申込書【ＦＡＸ専用】 

氏名（代表者） 職業（ご所属）（代表者）

連絡先

住所

電話番号

E-Mailアドレス

氏名 職業（ご所属）

連絡先

住所

電話番号

E-Mailアドレス

氏名 職業（ご所属）

連絡先

住所

電話番号

E-Mailアドレス

午前のみ参加　　・　　午後のみ参加　　・　　午前午後ともに参加
※いずれかに丸をつけてください。

午前のみ参加　　・　　午後のみ参加　　・　　午前午後ともに参加

午前のみ参加　　・　　午後のみ参加　　・　　午前午後ともに参加

＊お申し込みの際にいただいた個人情報は、本会のみ利用させていただき、それ以外の目的

での利用はいたしません。また、本会開催後に破棄させていただきます。 



 

プレス通知資料               （概 要） 
                                 

平成２８年 １２月 ６日 

山 形 大 学 

＊詳細は別添の資料をご覧ください。 

 

１．山形在来作物研究会公開フォーラムのお知らせ 
最近、全国的に、地域資源としての在来作物が注目されるようになりました。しかし、在来作物がいかに貴重な

資源であっても、ある程度の量の消費が保障されなければそれらの生産は安定しません。すなわち、「売れること」

が「保全すること」に直結しているといえます。本フォーラムでは、県内各地域における具体的な取り組みの事例

を通して、在来作物の商品化への知恵と工夫について考えてみたいと思います。 

テーマ：「在来作物を売る －商品化への知恵と工夫－」 

日 時：２０１６年１２月１０日（土） １３：３０～１６：３０ 

 会 場：山形大学農学部３０１講義室 

 

 

２． 「知の拠点庄内」第６回シンポジウム 海外からみた庄内～ＳＨＯＮＡＩはいいのぉ～ 
庄内地域の４つの高等教育・研究機関が知を結集し、立ち上げた「知の拠点庄内」。第６回目のシンポジウムを

下記のとおり実施します。 

日 時：２０１６年１２月１８日（日） １３：３０～１５：５０ 

 会 場：鶴岡市先端研究産業支援センター（鶴岡メタボロームキャンパス）レクチャーホール 

 

 

３．大学を通じた地方創生～山形の「知・技術・ひと」の融合による産業イノベーション～ 
日本学術会議東北地区会議との共催により、講演会を開催します。 

日 時：２０１６年１２月１３日（火） １３：００～１６：３０ 

 会 場：小白川キャンパス基盤教育２号館２２１講義室 

 問合せ：日本学術会議東北地区会議事務局（東北大学研究推進部研究推進課内） 

     ０２２－２１７－４８４０ 

 

 

 

 

※これまでの定例会見でお知らせしたもので、開催が迫っているイベント 

◎若手研究者のための機能性材料シンポジウム2016 

機能性材料をキーワードに、フォトニクス材料、錯体化学、放射光科学の分野で活躍する若手研究者が山形に集

まり、最先端の研究成果を発表します。 

日 時：平成２８年１２月８日（木）１３：００～９日（金）１２：００ 

 会 場：理学部３号館Ａ２０１、Ａ２０２ 

 問合せ：学術研究院・助教 石﨑 学（金属錯体化学）tel.０２３－６２８－４４７８ 

 



 

◎山形大学キャンパスコンサート 2016 

今年度は音楽芸術コースの学生及び大学院生が、長井市出身の紺野陽吉の作品、民話を題材としたオペラ、ピア

ノ連弾という三つのプログラムを用意しました。（会場：山形大学文化ホール、入場料：無料） 

・第３回 ２台ピアノの饗宴 －６人で奏でる名曲の調べ－ 

   平成２８年１２月１０日（土） １３：００～ 

 

 

◎第44回模擬裁判公演「日常～それはしつけですか？～」 

山形大学模擬裁判実行委員会は、年に１ 度、模擬裁判という裁判劇の公演を行い、研究成果を発表しています。 

今年は、とある母子家庭を舞台に「児童虐待」を描きます。 

日 時：１２月 ９日（金）１７：３０開場／１８：００開演 

１２月１０日（土）１４：３０開場／１５：００開演 

場 所：山形市中央公民館（ａｚ七日町６階） 

料 金：前売り券２５０円／ 当日券３００円（高校生以下は無料） 

 

 

◎社会人力育成山形講座 総括フォーラム 

文部科学省平成24年度「大学間連携共同教育推進事業」採択事業「美しい山形を活用した『社会人力育成山形講

座』の展開」の取り組みについての成果報告会として、「山形講座から見えてきた大学教育と次世代育成」と題し

た総括フォーラムを開催します。 

日 時：平成２８年１２月１６日（金）１３：００～１７：００ 

 会 場：ホテルメトロポリタン山形 ３Ｆ「出羽」 

対 象：一般、県内の学生・教育関係者、県内企業関係者（参加無料） 

 

 

◎スライムマイスターJr.特別教室 

今年度から開催した小学生対象の新企画「めざせ！スライムマイスターJr.」の教室に３回出席した人を対象と

した特別教室を実施します。この特別教室に参加した小学生のみなさんには、「スライムマイスターJr.」の証明

書が交付されます。 

日 時：平成２８年１２月１７日（土）１０：００～１２：００ 

 会 場：山形大学小白川キャンパスSCITAセンター 

 講 師：スライムマイスター 

対 象：「めざせ！スライムマイスターJr.」として開講された教室に３回出席した小学生（２５人） 

（SCITAセンターから招待状を送付します。） 
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山形在来作物研究会公開フォーラムのお知らせ 

 
山形在来作物研究会※では毎年公開フォーラムを開催しておりますが、今年は「在来

作物を売る－商品化への知恵と工夫－」（主催：山形大学農学部、共催：鶴岡市、山形

在来作物研究会）をテーマに1２月１０日（土）に農学部で開催することになりました。 

 

 

最近、全国的に、地域資源としての在来作物が注目されるようになりました。しか

し、在来作物がいかに貴重な資源であっても、ある程度の量の消費が保障されなけれ

ばそれらの生産は安定しません。すなわち、「売れること」が「保全すること」に直

結しているといえます。本フォーラムでは、県内各地域における具体的な取り組みの

事例を通して、在来作物の商品化への知恵と工夫について考えてみたいと思います。 

 

 

山形在来作物研究会公開フォーラム201６ 

「在来作物を売る－商品化への知恵と工夫－」 

主 催：山形大学農学部 

共 催：鶴岡市、山形在来作物研究会 

日 時：２０１６年１２月１０日（土）１３：３０～１６：３０  

場 所：山形大学農学部301講義室 

入場料：無料 

 

 

※「山形在来作物研究会」とは 

 山形大学農学部の教職員有志により2003年に設立。山形県各地に古くから伝えら

れてきた在来の作物とその文化を 調査・保存・活用し、これからの豊かな暮らしづく

りの支えになりたいと活動している。2015年には、食文化の興隆による鶴岡市の振

興発展に貢献したことが評価され、「鶴岡市市制施行１０周年特別表彰」を受ける。

「在作研公開フォーラム」は、会発足時から開催している。 

 

 

 

 

 

（お問合せ先） 

学術研究院 准教授 

小笠原 宣好（観賞植物学） 

電話 0235-28-2830 



在来作物を売る
－商品化への知恵と工夫－

主催：山形大学農学部 共催：鶴岡市・山形在来作物研究会

お問い合わせ：山形在来作物研究会

〒997－8555山形県鶴岡市若葉町1－23山形大学農学部内

電話0235－28－2830(小笠原), 2829(平), 2852(江頭)

山形在来作物研究会公開フォーラム 2016

●開会あいさつ（13:30～13:40）

●事例報告（13:40～15:00）

・村山 山形の伝統野菜を販売する！ グリーンショップはらだ 山口美香 氏

・最上 最上伝承野菜を流通させるしくみ もがみ物産協会 津藤真知子氏

・置賜 野菜米沢伝統野菜を食べてもらう Dining海豚元店長 佐藤 純 氏

・庄内 「おしゃべりな畑 実践講座」－在来作物案内人たちの挑戦－

①だだちゃ豆のふりかけ「だだちゃん」 齋藤 至 氏

②庄内柿のみそ玉 山口美和 氏

③升田かぶの生産と販売 村上正敏 氏

④外内島きゅうりの生産と販売 阿部正一 氏

●休憩（15:00～15:20） 在来作物やその加工品の試食を行う予定です。

●パネルディスカッション（15:20～16:25）

「在来作物を売る－商品化への知恵と工夫－」
パネリスト 事例報告発表者

コーディネーター 山形在来作物研究会会長 江頭宏昌氏

●閉会あいさつ（16:25～16:30）

日時：2016年12月10日（土） 13:30～16:30

会場：山形大学農学部301講義室 （鶴岡市若葉町1－23）

入場は無料で申し込みの必要はありません。

在来作物は地域の宝です。最近、全国的に、地域資源としての在来作物が注目さ

れるようになりました。しかし、在来作物がいかに貴重な資源であっても、ある程

度の量の消費が保障されなければそれらの生産は安定しません。すなわち、「売れ

ること」が「保全すること」に直結しているといえます。

在作研公開フォーラム2016では、「在来作物を売る」をテーマに、県内各地域

における具体的な取り組みの事例を通して、在来作物の商品化への知恵と工夫につ

いて考えてみたいと思います。








